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６
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随
想

こ
の
道

地

域

版

〜

社
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〜
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概 況

日の九州は移動性

高気圧に覆われ、安定

した晴れの天気。空気

が乾燥するため、火の

取り扱いに注意。最高

気温は 度前後。

苦
戦
目
立
つ
二
次
交
通

横 軸 ②

「
観
光
客
？

降
り
て
こ
ん

で
す
よ
」
。
２
月
下
旬
、
鹿
児

島
県
鹿
屋
市
の
中
心
部
の
バ
ス

停
。
客
待
ち
の
タ
ク
シ
ー
運
転

手
は
、
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
来

た
「
大
隅
半
島
直
行
バ
ス
」
の

乗
客
を
見
送
る
と
、
力
な
く
笑

っ
た
。

こ
の
バ
ス
は
九
州
新
幹
線
で

鹿
児
島
を
訪
れ
る
観
光
客
を
呼

び
込
も
う
と
、
鹿
屋
市
が
２
０

０
９
年
に
導
入
し
た
。
１
日
に

６
往
復
。
昨
春
以
降
の
利
用
者

は
１
便
平
均

人
と
、
数
字
上

は
ま
ず
ま
ず
。
だ
が
、
あ
る
市

職
員
は
言
っ
た
。
「
地
元
の
利

用
者
ば
か
り
。
観
光
客
を
呼
び

込
め
て
い
な
い
」

こ
の
１
年
、
鹿
児
島
市
や
指

宿
市
は
観
光
客
で
活
況
を
呈
し

た
。
一
方
、
鹿
屋
市
へ
の
昨
年

３
〜

月
の
入
り
込
み
客
数

は
、
前
年
同
期
比
で

・
８
％

減
。
日
本
最
大
規
模
を
誇
る
「
か

の
や
ば
ら
園
」
の
バ
ラ
の
生
育

不
良
で
、
Ｐ
Ｒ
し
づ
ら
か
っ
た

不
運
も
重
な
っ
た
と
い
う
。

鹿
児
島
県
は
昨
年
３
月
、
新

幹
線
効
果
を
大
隅
半
島
に
も
広

げ
る
た
め
、
大
隅
地
区
で
１
泊

す
る
と
レ
ン
タ
カ
ー
を

時
間

無
料
に
す
る
制
度
を
導
入
し
て

い
た
。
だ
が
年
間
１
万
台
分
の

予
算
に
、
利
用
は
約
千
台
。
こ

ち
ら
も
期
待
外
れ
に
終
わ
っ

た
。

■

■

九
州
を
南
北
に
貫
く
新
幹
線

の
全
通
効
果
を
、
東
西
の
横
軸

に
広
げ
よ
う
と
導
入
さ
れ
た
二

次
交
通
の
バ
ス
も
、
苦
戦
が
目

立
つ
。
九
州
観
光
推
進
機
構
（
福

岡
市
）
は
３
月
末
、
新
幹
線
駅

と
観
光
地
を
結
ぶ
周
遊
バ
ス

「
な
な
い
ろ
九
州
バ
ス
」
の
試

験
運
行
を
終
了
す
る
。

な
な
い
ろ
バ
ス
は
全
通
前
の

年
秋
に
ス
タ
ー
ト
。
全
通
後

は
６
コ
ー
ス
に
拡
大
し
た
が
、

昨
年
９
月
ま
で
の
利
用
実
績

は
、
目
標
の
３
分
の
１
に
満
た

な
い
１
９
１
６
人
。
そ
の
後
は

２
コ
ー
ス
に
絞
っ
た
が
、
い
ず

れ
も
目
標
に
は
遠
く
及
ば
な
か

っ
た
。

宮
崎
と
Ｊ
Ｒ
の
熊
本
駅
、
鹿

児
島
中
央
駅
を
結
ぶ
観
光
バ
ス

「
ぐ
る
り
ん
ひ
む
か
号
」
を
走

ら
せ
る
宮
崎
交
通
（
宮
崎
市
）

も
、
鹿
児
島
ル
ー
ト
を
３
月
末

で
終
了
す
る
。
ル
ー
ト
変
更
な

ど
工
夫
を
重
ね
た
が
、
利
用
は

低
迷
を
続
け
た
。
新
幹
線
沿
線

か
ら
離
れ
た
地
域
に
ど
う
人
の

流
れ
を
つ
く
る
か
、
九
州
各
地

で
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

１
年
だ
っ
た
と
い
え
る
。

■

■

「
よ
う
こ
そ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た

今
月
３
日
土
曜

日

熊
本
県
天
草
市
の
本
渡
港

同
県
宇
城
市
の
三
角
港
か
ら
定

期
船
が
到
着
す
る
と
、
ピ
ン
ク

の
法
被
を
ま
と
っ
た
「
天
草

女
将

お

か

み

会
」
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
乗

客
に
温
か
い
お
茶
と
地
元
銘
菓

を
振
る

い
、歓
待
し
て
い
た
。

熊
本

三
角
間
で
昨
年

月

に
走
り
は
じ
め
た
観
光
特
急

「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
の
運
行

記
念
で
２
日
間
だ
け
実
施
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
Ａ
列
車
の
運

行
日
は
今
も
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
。
「
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く

れ
る
。
『
ま
た
来
た
い
』
と
思

っ
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
た

い
」
。
女
将
会
会
長
を
務
め
る

国
武
裕
子
の
狙
い
だ
。

天
草
で
は
、
天
草
市
な
ど
を

巡
る
周
遊
バ
ス
に
地
元
の
バ
ス

ガ
イ
ド
経
験
者
や
「
天
草
宝
島

案
内
人
の
会
」
会
員
が
乗
り
込

む
。
手
作
り
感
の
あ
る
も
て
な

し
が
好
評
だ
。
本
渡
ま
で
は
熊

本
駅
か
ら
も
Ａ
列
車
と
定
期
船

を
乗
り
継
ぎ
２
時
間
近
く
か
か

る
が
、
Ａ
列
車
投
入
後
、

月

ま
で
の
同
市
の
宿
泊
客
数
は
前

年
同
期
の
６
％
増
と
上
向
い
て

き
た
。

「
交
通
機
関
を
生
か
す
に
は
、

地
元
住
民
が
地
域
の
魅
力
を
ど

う
磨
く
か
に
か
か
っ
て
い
る
」。

国
武
は
今
後
も
天
草
の
魅
力
ア

ッ
プ
に
地
道
に
取
り
組
む
つ
も

り
だ
。

（
敬
称
略
）

定期船で訪れた観光客にお茶を振る う天草女将会の

国武裕子会長（右）ら ＝３日午後、熊本県天草市
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ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご
ご

１
１
０
年
前
の
今

ご
ろ
、
日
本
留
学

が
決
ま
っ
た
中
国

人
が
い
た
。
４
月

に
船
で
横
浜
に
着

い
た
そ
の
青
年
は
東
京
の
日

本
語
学
校
に
入
学
し
、
２
年

後
に
は
仙
台
の
仙
台
医
学
専

門
学
校
（
現
東
北
大
学
医
学

部
）
に
入
学
し
た
▼
の
ち
に

文
豪
・
思
想
家
と
し
て
名
を

成
す
魯
迅
は
、
仙
台
医
専
時

代
の
思
い
出
と
し
て
、
一
人

の
先
生
と
の
出
会
い
を
挙
げ

て
い
る
。
回
想
し
て
執
筆
し

た
「
藤
野
先
生
」
（
１
９
２

６
年
）
に
詳
し
い
▼
日
清
戦

争
の
あ
と
で
中
国
蔑
視
の
風

潮
が
強
ま
っ
て
い
た
が
、
藤

野
先
生
は
違
っ
た
。
講
義
を

書
き
取
っ
た
ノ
ー
ト
を
時
々

提
出
さ
せ
、
大
事
な
点
を
書

き
足
し
た
り
、
日
本
語
の
文

法
の
誤
り
を
添
削
し
た
り
し

た
▼
魯
迅
は
医
学
よ
り
文
学

を
志
す
こ
と
を
決
意
す
る
。

そ
の
ほ
う
が
祖
国
の
た
め
に

な
る
と
日
本
で
の
諸
体
験
を

通
じ
て
思
っ
た
。
仙
台
を
去

る
と
き
藤
野
先
生
の
写
真
を

も
ら
っ
た
。
裏
に
「
惜
別
」

と
書
か
れ
て
い
た
▼
写
真
も

師
と
な
っ
た
。
〈
北
京
の
寓ぐ

う

居き
ょ

の
東
側
の
壁
に
、
机
に
向

か
っ
て
掛
け
て
あ
る
。
夜
、

仕
事
に
倦う

み
疲
れ
て
、
な
ま

け
ご
こ
ろ
が
お
こ
っ
て
く
る

と
〉
写
真
を
見
る
。
す
る
と

〈
わ
た
し
に
は
た
ち
ま
ち
良

心
が
お
こ
り
、
勇
気
が
加
え

ら
れ
る
〉
（
「
藤
野
先
生
」

か
ら
）
▼
東
北
大
は
昨
年
夏

に
「
魯
迅
記
念
展
示
室
」
を

新
設
し
た
。
北
京
か
ら
の
最

近
の
報
道
で
は
魯
迅
の
旧
居

の
一
つ
が
再
開
発
で
取
り
壊

し
の
対
象
に
な
っ
た
。
「
阿

Ｑ
正
伝
」
な
ど
の
代
表
作
品

が
難
解
す
ぎ
る
か
ら
と
教
科

書
か
ら
消
え
始
め
た
こ
と
と

関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

魯
迅
を
介
し
た
日
中
友
好
の

礎
ま
で
が
軽
ん
じ
ら
れ
は
し

な
い
か
と
心
配
に
な
る
。

久留米―筑後船小屋間で停止した九州新幹線「さくら557号」

＝ 日午後６時 分、福岡県筑後市

九
電

億
円
最
終
赤
字

３

月

期

連
結
予
想

原
発
停
止
で
燃
料
費
増

九
州
電
力
は

日
、
２
０

１
２
年
３
月
期
連
結
決
算
の

業
績
予
想
を
初
め
て
公
表

し
、
最
終
損
益
で
あ
る
純
損

益
が
１
７
０
０
億
円
の
赤
字

に
な
る
と
発
表
し
た
。
原
発

の
長
期
停
止
で
火
力
発
電
の

燃
料
費
が
急
増
し
た
た
め

で
、
前
期
の
２
８
７
億
円
の

黒
字
か
ら
過
去
最
大
の
赤
字

に
転
落
す
る
。
最
終
赤
字
は

連
結
決
算
に
移
行
し
た
１
９

９
５
年
３
月
期
以
降
で
初
め

て
。
大
幅
な
赤
字
で
厳
し
い

合
理
化
策
は
避
け
ら
れ
ず
、

原
発
停
止
が
長
引
け
ば
、
電

気
料
金
の
値
上
げ
に
つ
な
が

る
懸
念
が
強
ま
り
そ
う
だ
。

【
３
面
に
関
連
記
事
】

単
体
決
算
も
１
７
５
０
億

円
の
最
終
赤
字
を
見
込
み
、

年
３
月
期
以
来
、

年
ぶ

り
の
赤
字
と
な
る
。

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
の
影
響
で
、
原
発
が
定

期
検
査
か
ら
再
稼
働
で
き

ず
、
九
電
で
は
昨
年
末
ま
で

に
玄
海
、
川
内
両
原
発
の
全

６
基
が
停
止
。
今
期
の
発
電

電
力
量
の
電
源
別
構
成
比

は
、
原
発
が
前
期
比

㌽
減

の

％
に
落
ち
込
み
、
代
替

と
な
る
火
力
発
電
は
同

㌽

増
の

％
に
拡
大
す
る
見
通

し
。こ

の
た
め
火
力
の
燃
料
費

が
前
期
の
２
５
５
０
億
円
か

ら
５
１
１
０
億
円
に
倍
増
。

他
社
か
ら
の
購
入
電
力
料
の

増
加
分
も
合
わ
せ
、
原
発
停

止
に
よ
る
負
担
増
は
２
６
６

０
億
円
に

上
る
と
い
う
。

九
電
は
、

今
期
だ
け
で
設

備
投
資
や

修
繕
費
な
ど
約

７
０
０
億
円
の

経
費
削
減

を

進
め
て
い
る
が
、
大
幅

な
赤
字
は
避
け
ら
れ
な
か
っ

た
。連

結
決
算
は
、
経
常
損
益

も
２
２
０
０
億
円
の
赤
字

（
前
期
は
６
６
７
億
円
の
黒

字
）
を
見
込
む
。
売
上
高
は

前
期
比
約
１
％
増
の
１
兆
５

千
億
円
と
予
想
。
節
電
に
よ

る
減
収
が
３
０
０
億
円
程
度

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
原

油
価
格
の
上
昇
に
伴
う
値
上

げ
で
増
収
と
な
る
見
通
し

だ
。

（
黒
石
規
之
）

公
立
高
校
入
試

問
題
と
解
答

中
央
４
ペ
ー
ジ

⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ⊃
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∩⊂⊂⊂⊂⊂⊂

∪
∪
∪
∪

∪

性
犯
罪
に
薬
物
治
療
を

再
犯
防
止

弁
護
士
ら
研
究
会
発
足
へ

性
犯
罪
者
の
再
犯
を
防
ぐ

た
め
、
国
内
で
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
薬
物
療
法
の
導
入

な
ど
を
目
指
す
「
性
犯
罪
者

治
療
研
究
会
」
（
仮
称
）
が

４
月
に
も
発
足
す
る
。
投
薬

を
含
め
た
再
犯
防
止
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
研
究
し
、
刑
務
所
な

ど
の
矯
正
施
設
で
モ
デ
ル
事

業
を
始
め
る
よ
う
政
府
に
働

き
か
け
る
。
出
所
後
も
継
続

し
て
ケ
ア
す
る
仕
組
み
を
つ

く
り
、
性
犯
罪
者
の
再
犯
防

止
と
社
会
復
帰
の
両
立
を
目

指
す
。

面
に
関
連
記
事

研
究
会
は
、
犯
罪
精
神
医

学
の
研
究
者
や
弁
護
士
ら
で

つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
性
犯

罪
加
害
者
の
処
遇
制
度
を
考

え
る
会
」
（
東
京
都
）
と
、

累
犯
障
害
者
の
更
生
な
ど
に

取
り
組
む
社
会
福
祉
法
人
・

南
高
愛
隣
会
（
長
崎
県
雲
仙

市
）
が
主
体
。
法
務
、
厚
生

労
働
両
省
の
官
僚
や
矯
正
施

設
の
職
員
、
性
犯
罪
被
害
者

ら
も
参
加
す
る
。

執
行
猶
予
中
な
ど
の
性
犯

罪
者
を
対
象
に
、
本
人
の
意

思
を
尊
重
し
た
上
で
、
専
門

的
な
訓
練
を
積
ん
だ
医
師
が

性
欲
を
抑
制
す
る
薬
物
な
ど

を
投
与
。
臨
床
デ
ー
タ
を
集

め
、
臨
床
心
理
士
ら
と
と
も

に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
薬
物

療
法
な
ど
の
総
合
的
な
更
生

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
す
る
。

矯
正
施
設
で
の
導
入
や
薬

物
療
法
の
健
康
保
険
適
用
に

向
け
た
課
題
も
検
討
、
政
策

提
言
を
ま
と
め
る
。
南
高
愛

隣
会
は
触
法
障
害
者
の
更
生

な
ど
で
法
務
省
や
厚
労
省
と

の
連
携
に
実
績
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
提
言
の
早
期
実
現
を

国
に
働
き
か
け
た
り
、
性
犯

罪
防
止
対
策
の
普
及
啓
発
に

取
り
組
ん
だ
り
す
る
。

性
犯
罪
者
に
対
し
て
は
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
で
自

身
の
問
題
行
動
や
被
害
者
の

苦
痛
に
気
づ
か
せ
、
自
分
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
を

高
め
る
認
知
行
動
療
法
が
刑

務
所
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
小
児
性
愛
者
な

ど
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
性
衝

動
を
抑
え
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
欧
米
で
は
抗

男
性
ホ
ル
モ
ン
剤
な
ど
の
投

与
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
日

本
で
は
「
人
格
に
関
わ
る
問

題
へ
の
薬
物
療
法
が
タ
ブ
ー

視
さ
れ
て
い
る
」
（
精
神
科

医
）
と
さ
れ
、
薬
物
で
性
欲

を
抑
え
る
こ
と
は
医
療
行
為

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
性
犯
罪
者
の
治
療
を
手

掛
け
る
精
神
科
医
が
、
本
人

の
意
思
に
基
づ
き
、
保
険
外

の
自
由
診
療
で
投
薬
し
て
い

る
の
が
実
情
だ
。

発
起
人
で
、
国
立
精
神
・

神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
司

法
精
神
医
学
研
究
部
室
長
の

福
井
裕
輝
医
師
（
犯
罪
精
神

医
学
）
は
「
人
権
上
、
強
制

的
な
薬
物
療
法
は
す
べ
き
で

な
い
」
と
し
た
上
で
「
性
犯

罪
被
害
者
を
な
く
す
に
は
適

切
な
ケ
ア
を
継
続
し
て
加
害

者
を
な
く
す
以
外
に
な
い
。

矯
正
施
設
入
所
中
か
ら
出
所

後
ま
で
、
一
貫
し
て
医
学
的

治
療
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

す
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
語
る
。

（
坂
本
信
博
、
中
原
興
平
）
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劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
劇
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壕
壕
壕
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壕
壕
壕
壕
壕
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壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
壕
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架
線
の
異
物

除
去
作
業
中

列
車
の
電
源
喪
失

日
午
後
４
時
ご
ろ
、
福

岡
県
筑
後
市
の
九
州
新
幹
線

下
り
久
留
米

筑
後
船
小
屋

間
の
架
線
に
ビ
ニ
ー
ル
（
縦

３
・
１
㍍
、
横
２
・
１
㍍
）

が
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
の

を
、
新
大
阪
発
鹿
児
島
中
央

行
き
「
さ
く
ら
５
５
７
号
」

（
８
両
編
成
、
乗
客
約
２
８

０
人
）
の
運
転
士
が
発
見
、

非
常
停
止
し
た
。
架
線
の
送

電
も
上
下
線
で
緊
急
停
止

し
、
列
車
は
乗
客
を
乗
せ
た

ま
ま
、
現
場
に
６
時
間
余
り

立
ち
往
生
し
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州

は
復
旧
作
業
の
た
め
上
下
線

と
も
運
転
を
見
合
わ
せ
、
約

６
時
間

分
後
、
順
次
運
転

を
再
開
し
た
。
運
休
は
上
下

線
で
計

本
。
九
州
新
幹
線

の
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
は
最
大

規
模
と
な
っ
た
。

【

面
に
関
連
記
事
】

Ｊ
Ｒ
九
州
に
よ
る
と
、
こ

の
列
車
の
運
転
士
は
シ
ョ
ー

ト
な
ど
の
事
故
を
避
け
る
た

め
に
、
架
線
か
ら
列
車
へ
の

送
電
を
止
め
る
運
転
台
の

「
保
護
ス
イ
ッ
チ
」
を
押
し
、

列
車
を
停
止
さ
せ
た
。
列
車

の
電
源
で
非
常
灯
な
ど
は
点

灯
さ
せ
た
。

現
場
に
駆
け
付
け
た
Ｊ
Ｒ

九
州
の
作
業
員
が
同
日
午
後

６
時

分
ご
ろ
、
ビ
ニ
ー
ル

を
除
去
。
し
か
し
、
停
止
時

間
が
長
引
き
、
列
車
の
バ
ッ

テ
リ
ー
が
既
に
上
が
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
パ
ン
タ
グ
ラ

フ
が
作
動
せ
ず
、
自
力
走
行

が
不
可
能
に
な
っ
た
。
「
さ

く
ら
５
５
７
号
」
は
最
新
型

の
Ｎ
７
０
０
系
。

新
鳥
栖
駅
で
待
機
中
だ
っ

た
博
多
発
鹿
児
島
中
央
行
き

「
さ
く
ら
４
２
１
号
」
が
現

場
に
向
か
い
、
同
日
午
後

時
７
分
、
こ
の
列
車
と
連
結
。

約

分
か
け
て
筑
後
船
小
屋

駅
ま
で
移
動
さ
せ
た
。

日

午
前
０
時
４
分
、
乗
客
の
う

ち
約
２
５
０
人
が
さ
く
ら
４

２
１
号
に
乗
り
換
え
、
熊
本

方
面
に
向
か
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
「
さ
く
ら

５
５
７
号
」
の
停
止
か
ら
約

分
後
、
「
上
り
線
ま
で
止

め
る
必
要
は
な
い
」
と
上
り

線
へ
の
送
電
再
開
を
決
定
。

し
か
し
、
運
転
台
か
ら
何
ら

か
の
原
因
で
保
護
ス
イ
ッ
チ

の
解
除
が
で
き
ず
、
午
後
５

時

分
ご
ろ
、
運
転
士
が
車

両
の
屋
根
に
上
が
っ
て
装
置

を
手
動
で
解
除
し
た
。

ダ
イ
ヤ
は
大
幅
に
乱
れ
、

上
下
線
と
も
駅
か
ら
発
車
で

き
な
い
新
幹
線
が
続
出
。
Ｊ

Ｒ
九
州
は
博
多
発
長
洲
行
き

の
特
急
列
車
を
熊
本
ま
で
延

長
運
行
す
る
な
ど
、
一
部
在

来
線
の
運
行
区
間
を
延
ば
し

て
対
応
し
た
。
同
社
に
よ
る

と
、
筑
後
船
小
屋
駅
で
下
車

し
た
乗
客
の
多
く
は
、
体
調

不
良
を
訴
え
た
と
い
う
。
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